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- つ よ 
それ 
    用法用 是 効能効果 

誤るおそれ ) 

頻度不明   小児の大貴又は 皮内疾患を   唄 f4f として 使   大 且 又は長 通常 l 日 2-3 回， 適 母を         丘疹・皮膚炎 
( 過敏症 ) 畏 朋 にわたる広聴 伴 う湿粂 ・皮 用しないこと   朋 にわたる 患部に塗布する。 群 ( 進行性指 

四 の田村 法 (ODT) 内炎に使用   眼あ るいは 眼 広範囲の使 掌角皮 症 ．女 
  白皮 笘の便用 ( お なっ しないこと ( 適 周囲及び粘膜に 用 [ 特に田村 子頭五悪 皮 
) 、 細菌 悪 は 密閉 法 と同 牡の 切 な抗菌 剤 は 使 m しないこ       去 (ODT) によ 症、 ピバール 
症 ( 伝染性 作用があ る )   による治療；     り 、 副 甘皮 茸 苫 田、 放射 窩 
痂疹 、 毛の 併 m)     本剤は皮内 疾 ステロイド剤 皮膚炎、 日光 

忠治療楽であ るを全身的 枇 皮内炎を含む @ 
ので、 化亜 下 、 ひ 与した % 台 と   皮膚そう痒 症 
げそり後などに 同棟な症状   生 さされ 
使用することの があ らわれる   乾撰 

さ % 皮 ないよう 注 益することがあ るの 
  口四度 こと   で ．梓川な 揖 
( 頬 、 口   塗布直後、 珪い 合を除き長 
に 潮紅   徳悪を生じること 期大テ 使 m 
括 、 麒庖   法 があ るが、 五常 や 田 村 
細山菅 挺 
  ステロイ                             -"     -- (ODT) 力避けるこ を極 

膚 ( 皮后   
牡 、 毛細血   長期連用に 
拡服 ． 牡 より現れるこ 
    多毛   とがあ る・ ( ざ 
末 暁夫、 魚 枯枝共修． 酒 

さ 特使 憶 灸   
日田皮内炎 
( 如 、 口四等 

  に 潮紅・ 丘 
の押 修 、 臆頗 ． 毛 
のう 紅血管 拡 
  俺内 @ 艮 ) 、 ステロイ 

ド 皮内 ( 皮は 
笘梅 ． 毛 細血 

管 拡張、 紫 
斑 )   あ 毛   
色素股 失     
挿 皮内 
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